
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　超音波振動子が大型化するロータリ・エンコ

ードなどの原点検出手段を超音波探触子内に設けること

なく超音波素子の揺動方向の原点を正確に検出する。

【解決手段】　超音波信号により２次元の断層面を電気

的又は機械的に走査する超音波素子１１をウインドウ内

１２で２次元の断面と直交する方向に機械的に揺動する

場合に、ウインドウ１２の金型成型時に形成されるゲー

ト部１２ａを原点位置に形成し、感度比較回路２６は受

信信号とスレシュホールドレベルとを比較してゲート部

により感度が劣化する位置で超音波素子の揺動方向の原

点検出信号を出力する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 信 号 に よ り ２ 次 元 の 断 層 面 を 走 査 す る 超 音 波 素 子 を ウ イ ン ド ウ 内 で 前 記 ２ 次 元 の
断 層 面 と 直 交 す る 方 向 に 機 械 的 に 揺 動 さ せ る 超 音 波 探 触 子 と 、
　 前 記 ウ イ ン ド ウ に よ り 反 射 さ れ た 信 号 の 前 記 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 感 度 変 化 に 基 づ い
て 前 記 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 検 出 す る 原 点 検 出 手 段 と を 備 え 、
　 前 記 原 点 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 原 点 に 基 づ い て ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 を 生 成 す る 超 音
波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 原 点 検 出 手 段 は 、 前 記 ウ イ ン ド ウ の 金 型 成 型 時 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 部 に よ る 受 信 信
号 の 感 度 劣 化 を 検 出 し て 前 記 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 原 点 検 出 手 段 は 、 前 記 ウ イ ン ド ウ の 原 点 位 置 に 形 成 さ れ た 突 起 に よ る 受 信 信 号 の 感
度 劣 化 を 検 出 し て 前 記 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 信 号 に よ り ２ 次 元 の 断 層 面 を 電 気 的 又 は 機 械 的 に 走 査 す る 超 音 波 素 子
を ウ イ ン ド ウ 内 で ２ 次 元 の 断 層 面 と 直 交 す る 方 向 に 機 械 的 に 揺 動 さ せ る こ と で ３ 次 元 の 超
音 波 画 像 を 取 得 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 信 号 に よ り ２ 次 元 の 断 層 面 を 電 気 的 又 は 機 械 的 に 走 査 す る 超 音 波 素 子 を ウ イ ン ド
ウ 内 で ２ 次 元 の 断 層 面 と 直 交 す る 方 向 に 機 械 的 に 揺 動 さ せ る こ と で ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 を
得 る 超 音 波 探 触 子 で は 、 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 中 心 で あ る 原 点 の デ ー タ が 必 要 で あ る の
で 、 ロ ー タ リ ・ エ ン コ ー ダ な ど の 原 点 検 出 手 段 が 設 け ら れ て い る （ 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は 従 来 の 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 正 面 図 、 側 面 図 、 底 面 図 を そ
れ ぞ れ 示 し 、 図 ６ は 図 ５ の 超 音 波 探 触 子 １ ０ 及 び 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 本 体 （ 以 下 、 装 置
本 体 と も 言 う ） ２ ０ を 示 す 。 図 ５ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ ０ に お い て 、 超 音 波 素 子 で あ る 音
響 素 子 １ １ は 、 複 数 の 圧 電 素 子 が コ ン ベ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ て 構 成 さ れ て ２ 次 元 の 断 層 面
を 電 気 的 に 走 査 す る と と も に 、 ウ イ ン ド ウ １ ２ 内 に お い て 矢 印 で 示 す よ う に 断 層 面 と 直 交
す る 方 向 に 機 械 的 に 揺 動 す る よ う に 揺 動 伝 達 機 構 １ ３ を 介 し て モ ー タ １ ４ に 連 結 さ れ て い
る 。 モ ー タ １ ４ の 回 転 軸 に は ロ ー タ リ ・ エ ン コ ー ダ な ど の 原 点 検 出 器 １ ５ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ に お い て 、 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ １ ａ は 音 響 素 子 １ １ を 構 成 す る 複 数 の 圧 電 素 子 と 、
個 々 の 圧 電 素 子 に 設 け ら れ た 駆 動 電 極 な ど に よ り 構 成 さ れ 、 装 置 本 体 ２ ０ 内 の 送 受 信 回 路
２ １ か ら の 駆 動 信 号 に よ り 超 音 波 信 号 を 不 図 示 の 被 検 体 に 送 信 し 、 被 検 体 か ら 反 射 信 号 を
受 信 し て 送 受 信 回 路 ２ １ に 印 加 す る 。 画 像 処 理 回 路 ２ ２ は 送 受 信 回 路 ２ １ に よ り 受 信 さ れ
た 信 号 を 画 像 処 理 し て 超 音 波 断 層 画 像 を 生 成 し て モ ニ タ ２ ３ に 出 力 し 、 表 示 す る 。 ま た 、
装 置 本 体 ２ ０ 内 の 原 点 検 出 信 号 処 理 回 路 ２ ４ は 原 点 検 出 器 １ ５ か ら の 検 出 信 号 か ら 原 点 検
出 信 号 を 生 成 し て 揺 動 駆 動 制 御 部 ２ ５ と 送 受 信 回 路 ２ １ に 出 力 す る 。 揺 動 駆 動 制 御 部 ２ ５
は 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ １ ａ が 原 点 を 中 心 に 揺 動 す る よ う に 原 点 検 出 信 号 に 基 づ い て モ ー タ
１ ４ を 制 御 し 、 ま た 、 送 受 信 回 路 ２ １ は 画 像 処 理 回 路 ２ ２ が 原 点 を 中 心 に 超 音 波 断 層 画 像
を 生 成 す る よ う に 受 信 信 号 の タ イ ミ ン グ を 制 御 し て 画 像 処 理 回 路 ２ ２ に 出 力 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ３ － １ ８ ４ ５ ３ ２ 号 公 報 （ 第 ３ 図 ）
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 で は 、 ロ ー タ リ ・ エ ン コ ー ダ な ど の 原 点 検 出 手 段 を 超 音 波 探
触 子 １ ０ 内 に 必 要 と す る の で 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ が 大 型 化 す る と い う 問 題 点 が あ り 、 ま た
、 揺 動 伝 達 機 構 １ ３ に 外 的 な 衝 撃 に よ り 変 形 や ず れ が 生 じ た 場 合 に 原 点 を 正 確 に 検 出 す る
こ と で き な い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 例 の 問 題 点 に 鑑 み 、 ロ ー タ リ ・ エ ン コ ー ダ な ど の 原 点 検 出 手 段 を 超 音
波 探 触 子 内 に 設 け る こ と な く 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る
超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 超 音 波 信 号 に よ り ２ 次 元 の 断 層 面 を 走 査 す る 超 音 波 素 子 を ウ イ ン ド ウ 内 で 前 記 ２ 次 元 の
断 層 面 と 直 交 す る 方 向 に 機 械 的 に 揺 動 さ せ る 超 音 波 探 触 子 と 、
　 前 記 ウ イ ン ド ウ に よ り 反 射 さ れ た 信 号 の 前 記 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 感 度 変 化 に 基 づ い
て 前 記 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 検 出 す る 原 点 検 出 手 段 と を 備 え 、
　 前 記 原 点 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 原 点 に 基 づ い て ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 を 生 成 す る 構 成
と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 ロ ー タ リ ・ エ ン コ ー ダ な ど の 原 点 検 出 手 段 を 超 音 波 探 触 子 内 に 設 け る
こ と な く 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 原 点 検 出 手 段 は 、 前 記 ウ イ ン ド ウ の 金 型 成 型 時 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 部 に よ る
受 信 信 号 の 感 度 劣 化 を 検 出 し て 前 記 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 検 出 す る 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 ロ ー タ リ ・ エ ン コ ー ダ な ど の 原 点 検 出 手 段 を 超 音 波 探 触 子 内 に 設 け る
こ と な く 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 原 点 検 出 手 段 は 、 前 記 ウ イ ン ド ウ の 原 点 位 置 に 形 成 さ れ た 突 起 に よ る 受 信 信
号 の 感 度 劣 化 を 検 出 し て 前 記 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 検 出 す る 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 ロ ー タ リ ・ エ ン コ ー ダ な ど の 原 点 検 出 手 段 を 超 音 波 探 触 子 内 に 設 け る
こ と な く 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ロ ー タ リ ・ エ ン コ ー ダ な ど の 原 点 検 出 手 段 を 超 音 波 探 触 子 内 に 設 け る
こ と な く 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る 超 音
波 探 触 子 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 図 、 図 ２ は 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は そ れ ぞ れ 超 音 波 探 触 子 １ ０ ａ を 示 す 正 面 図 、 側 面 図 、 底
面 図 で あ り 、 超 音 波 素 子 で あ る 音 響 素 子 １ １ は 、 複 数 の 圧 電 素 子 が コ ン ベ ッ ク ス 状 に 配 列
さ れ て 構 成 さ れ て ２ 次 元 の 断 層 面 を 電 気 的 に 走 査 す る と と も に 、 ウ イ ン ド ウ １ ２ 内 に お い
て 矢 印 で 示 す よ う に 断 層 面 と 直 交 す る 方 向 に 機 械 的 に 揺 動 す る よ う に 揺 動 伝 達 機 構 １ ３ を
介 し て モ ー タ １ ４ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ウ イ ン ド ウ １ ２ は 超 音 波 を 伝 達 す る 樹 脂 材 料 を 金 型 内 に ゲ ー ト を 介 し て 封 入 し て 固 化 す
る こ と に よ り 形 成 さ れ 、 こ の た め 、 樹 脂 材 料 を 固 化 し た 場 合 に 金 型 の ゲ ー ト に 対 応 す る ウ
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イ ン ド ウ １ ２ の 表 面 部 分 に は 、 他 の 領 域 と 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス が 異 な る 部 分 （ 以 下 、 ゲ ー
ト 部 ） １ ２ ａ が 形 成 さ れ る こ と に な る 。 そ こ で 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で は 、 他 の 領 域 と
音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス が 異 な る ゲ ー ト 部 １ ２ ａ を 揺 動 方 向 の 原 点 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に お い て 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ ａ は 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ １ ａ と 、 揺 動 伝 達 機 構 １ ３ と
モ ー タ １ ４ な ど を 有 し 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 （ 以 下 、 装 置 本 体 と も 言 う ） ２ ０ ａ は 送 受 信
回 路 ２ １ と 、 画 像 処 理 回 路 ２ ２ と 、 モ ニ タ ２ ３ と 、 揺 動 駆 動 制 御 部 ２ ５ と 感 度 比 較 回 路 ２
６ な ど を 有 す る 。 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ １ ａ は 音 響 素 子 １ １ を 構 成 す る 複 数 の 圧 電 素 子 と 、
個 々 の 圧 電 素 子 に 設 け ら れ た 駆 動 電 極 な ど に よ り 構 成 さ れ 、 装 置 本 体 ２ ０ ａ 内 の 送 受 信 回
路 ２ １ か ら の 駆 動 信 号 に よ り 超 音 波 信 号 を 不 図 示 の 被 検 体 に 送 信 し 、 被 検 体 か ら の 反 射 信
号 を 受 信 し て 送 受 信 回 路 ２ １ に 印 加 す る 。 画 像 処 理 回 路 ２ ２ は 送 受 信 回 路 ２ １ に よ り 受 信
さ れ た 信 号 を 画 像 処 理 し て 超 音 波 断 層 画 像 を 生 成 し て モ ニ タ ２ ３ に 出 力 し 、 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 装 置 本 体 ２ ０ ａ 内 の 感 度 比 較 回 路 ２ ６ は 、 受 信 信 号 を 監 視 し て 、 図 ３ 、 図 ４ に 示
す よ う に 感 度 劣 化 を 検 出 し た と き の 揺 動 方 向 の 角 度 位 置 を 揺 動 方 向 の 原 点 と し て 検 出 し 、
原 点 検 出 信 号 を 生 成 し て 揺 動 駆 動 制 御 部 ２ ５ と 送 受 信 回 路 ２ １ に 出 力 す る 。 揺 動 駆 動 制 御
部 ２ ５ は 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ １ ａ が 原 点 を 中 心 に 揺 動 す る よ う に 原 点 検 出 信 号 に 基 づ い て
モ ー タ １ ４ を 制 御 し 、 ま た 、 送 受 信 回 路 ２ １ は 画 像 処 理 回 路 ２ ２ が 原 点 を 中 心 に 超 音 波 断
層 画 像 を 生 成 す る よ う に 受 信 信 号 の タ イ ミ ン グ を 制 御 し て 画 像 処 理 回 路 ２ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は 音 響 素 子 １ １ が ウ イ ン ド ウ １ ２ の ゲ ー ト 部 １ ２ ａ が 存 在 す る 揺 動 方 向 の 原 点 （ 正
面 方 向 ） に 位 置 し な い と き の 受 信 信 号 を 示 し 、 こ の と き の 受 信 信 号 に は ゲ ー ト 部 １ ２ ａ に
よ る 感 度 劣 化 が な い 。 こ れ に 対 し 、 図 ４ は 音 響 素 子 １ １ が ウ イ ン ド ウ １ ２ の ゲ ー ト 部 １ ２
ａ が 存 在 す る 揺 動 方 向 の 原 点 （ 正 面 方 向 ） に 位 置 す る と き の 受 信 信 号 を 示 し 、 こ の と き の
受 信 信 号 に は ゲ ー ト 部 １ ２ ａ の 位 置 の チ ャ ネ ル で 感 度 劣 化 が 発 生 す る 。 そ こ で 、 感 度 比 較
回 路 ２ ６ は 受 信 信 号 と ス レ シ ョ ル ド レ ベ ル と を 比 較 し て 原 点 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 な お 、
厳 密 に は 原 点 位 置 は 揺 動 方 向 で 受 信 信 号 が ス レ シ ョ ル ド レ ベ ル を わ る 往 路 側 の 位 置 （ Ａ ）
、 又 は 復 路 側 の 位 置 （ Ｂ ） 、 又 は 往 路 側 と 復 路 側 と の 中 間 の 位 置 と 任 意 に 決 め る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 感 度 変 化 を 起 こ す 突 起 を ウ イ ン ド ウ に 設 け て も よ い 。 突 起 に よ り 受 信 信 号 の 感 度
が 変 化 す る こ と で 原 点 を 検 出 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 ゲ ー ト 部 １ ２ ａ は ウ イ ン ド ウ
１ ２ の 原 点 位 置 に 形 成 し な く て も 、 受 信 信 号 上 の ゲ ー ト 部 １ ２ ａ と 原 点 の 位 置 関 係 を あ ら
か じ め 測 定 し て 記 憶 し 、 揺 動 時 の 感 度 変 化 を 検 出 し て 記 憶 デ ー タ と 比 較 し て 原 点 を 検 出 す
る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 ゲ ー ト 部 １ ２ ａ を 用 い る 代 わ り に 、 ウ イ ン ド ウ １ ２ か ら 反 射
さ れ る 信 号 の 揺 動 方 向 の 感 度 変 化 と 原 点 位 置 を あ ら か じ め 測 定 し て 記 憶 し 、 揺 動 時 に ウ イ
ン ド ウ １ ２ か ら 反 射 さ れ る 信 号 の 感 度 が 原 点 位 置 の 感 度 に な っ た 位 置 を 原 点 と し て 検 出 す
る よ う に し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 ロ ー タ リ ・ エ ン コ ー ダ な ど の 原 点 検 出 手 段 を 超 音 波 探 触 子 内 に 設 け る こ と な
く 超 音 波 素 子 の 揺 動 方 向 の 原 点 を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 し 、 超 音 波
診 断 装 置 な ど に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 図 （ ａ ） 正 面 図 　 　 （ ｂ ） 側 面
図 　 　 （ ｃ ） 底 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 音 響 素 子 が ゲ ー ト 部 に 位 置 し な い と き の 受 信 信 号 を 示 す 波 形 図
【 図 ４ 】 音 響 素 子 が ゲ ー ト 部 に 位 置 す る と き の 受 信 信 号 を 示 す 波 形 図
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【 図 ５ 】 従 来 の 超 音 波 探 触 子 を 示 す 図 （ ａ ） 正 面 図 　 　 （ ｂ ） 側 面 図 　 　 （ ｃ ） 底 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ０ ａ 　 超 音 波 探 触 子
　 １ １ 　 音 響 素 子
　 １ １ ａ 　 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト
　 １ ２ 　 ウ イ ン ド ウ
　 １ ２ ａ 　 ゲ ー ト 部
　 １ ３ 　 揺 動 伝 達 機 構
　 １ ４ 　 モ ー タ
　 ２ ０ ａ 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体
　 ２ １ 　 送 受 信 回 路
　 ２ ２ 　 画 像 処 理 回 路
　 ２ ３ 　 モ ニ タ
　 ２ ５ 　 揺 動 駆 動 制 御 部
　 ２ ６ 　 感 度 比 較 回 路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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